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1. はじめに 

近年では，インターネットにより情報を集めることや

広めることが容易になっている。方法として SNSなどが

あるが，その中で簡単な情報伝達手段として活用されて

いるのが動画である(1)。イラストでは視覚的な情報のみだ

が，動画では音声が入り視覚と聴覚の２つの感覚を刺激

するため，より印象に残りやすい。近年のスマートフォン

の普及に伴い，動画の撮影，投稿が比較的誰でもできる環

境があるため，動画制作に興味を持っている人は多い。し

かし，動画をより面白くするためには編集の知識がいる。

そのため，動画の制作過程や制作に必要な知識を学習で

きるシステムの開発が必要である。 

 

2. 従来のシステムと問題点 

従来の学習システムでは学習者が受動的になるものが

多くあり，学習者が能動的に学習できるシステムが求め

られている(2)。そのため，動画像制作に必要な色彩の知識

を能動的に学習できるシステムとして動画像色彩学習シ

ステム(3)が開発された。 

動画像色彩学習システムの構成を図 1 から図 3 に示す。

図 1 のスタート画面では，学習する難易度を選択するボ

タンと使い方の説明を見るためのボタンが表示される。

使い方には，システム全体の操作方法が一目で分かるよ

うに表示されており，難易度選択画面では学習内容に応

じて基本問題か応用問題を選択する。 

図 2 の基本問題では，動画像の色彩の変化に関する基

礎的な用語を学ぶための選択式の問題がある。応用問題

では，動画像の色調補正を学習するためにサンプル動画

の色相，明度，彩度のパラメータを変更し視覚的に確認す

ることができるシステムがある。図 3 のスライダーを操

作する事によって色相，明度，彩度を変更し，表示画面の

部分に反映される。このように，見た人に与える印象の違

いなどを使用者自身が実践的に学習することができ，画

像処理についての理解をより深くすることができる。ま

た、各問題を解き終わるとその解答結果が記録され，最終

的に確認できる様になっている。 

しかし，このシステムには動画制作に際しての知識や

実践的な経験をして学習することができず，エフェクト

処理や編集については十分ではない。また，プロセスを初

心者が理解するための問題も少なく，解答を確認出来る

システムは見づらい部分があった。 

基本問題には動画制作のプロセスを学習する問題やエ

フェクト処理に関する選択式の問題を追加する必要があ

る。また，応用問題においては，色彩の変更によるイメー

ジの変化が主であり，動画のエフェクト処理を体験する

ことができないため，エフェクト処理を実際に体験でき

る様な問題が必要である。また，最終的に各問題の正誤判

定を確認できるシステムは，より簡潔に確認できるよう

にし，使用者が続けて学習する意欲の向上を目指さなけ

ればならない。 

 

   
図 1 スタート画面と難易度選択画面 

   

 
図 2 基本問題 

 

 
 

 

図 3 色調補正の問題 

スライダー 表示画面 
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３. 本システムにおける解決方法 

従来のシステムの問題点を解決するために，動画の制

作過程についての基礎知識や動画のエフェクト処理に関

する知識を学習できるシステムを開発する。実際に体験

することによって，知識の定着を図るとともに動画制作

への関心を高めるようにする。実践的な問題には，正解が

１つでないものも用意しシステム使用者の感性を磨ける

ようにする。また，ユーザーインターフェースを改善する

ことによって初心者にもわかりやすく使い勝手の良いも

のにする。図 4 は本システムの構成を簡単に示したもの

である。 

 

 
図 4 本システムの構成 

 

４. 本システムの構成 

従来と同様に基礎問題と応用問題の二つの構成だが，

改善点を踏まえ，新たに基本問題として「初心者問題」や

エフェクトをすぐに確認できる「エフェクト集」を追加し，

応用問題にはエフェクトに関する問題として「モザイク」，

「モノクロ」，「エッジ」，「色調補正」の4つの選択肢を追

加した。 図5はそれぞれの選択肢が表示されている画面

をしめしていて(a)が基本問題，(b)が応用問題の選択肢

となっている。 

 

(a)本問題の選択肢    (b) 応用問題の選択肢 
図 5 選択肢画面 

 

4.1 基本問題 

 基本問題では「初心者問題」，「エフェクト集」の2分

野に分けた。「初心者問題」では画面にある「問題」のボ

タンを押すことで左上に問題文が，その下には答えの選

択肢が表示される。表示された問題文に対する答えの選

択肢をクリックで選択して「答え」のボタンを押すことで

簡単に正誤判定ができる。問題は問 1 から問 9 までの全

9問あり，全問回答した後に表示される”回答表示”のボタ

ンを押すことで正解一覧を Word ファイルで確認するこ

とができる。以下図 3 は，初心者問題の画面の一例であ

り，図6はWordファイルで表示した回答一覧の画面を示

したものである。 

 

 
図 6 初心者問題 

  

 「エフェクト集」においては，主に動画制作の際に用い

られるエフェクトを見ることができる。現在は「モザイ

ク」，「モノクロ」，「エッジ」，「色調補正」の4種類ある。

ボタンを押すと別のファイルが展開され(4)，展開されたフ

ァイルを実行することでそれぞれのボタンに対応したエ

フェクトがかかった動画が流れる。その動画を見ること

でどのようなエフェクトなのかを理解することができる

ようにした。また，別のファイルを実行せずに見ることで

エフェクトがどのようなプログラムで動いているのかを

確認できるようにしている。図 7 はエフェクト集のボタ

ンを押した後に表示される画面で，図 8 は元にした動画

の画像を示している。図9はモザイク，図10はモノクロ，

図 11 はエッジ，図 12 は色調補正のエフェクトをかけた

動画が表示されている画面を示している。 

 

図 7 エフェクト集 

 

図 8 撮影した映像 
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図 9 モザイク処理後の映像 

図 10 モノクロ処理後の映像 

 

図 11 エッジ処理後の映像 

 

図 12 色調補正後の映像 

4.2 応用問題 

応用問題においては，エフェクトに関する問題として

「モザイク」，「モノクロ」，「エッジ」，「色調補正」の4項

目の問題を用意した。「モザイク」と「モノクロ」に関し

ては基本問題と同様に，「問題」ボタンを押すことで問題

文が左上に表示される。また，答えのボタンを押すことで

簡単な正誤判定はでき，その隣にある回答表示のボタン

を押すことで Word ファイルが展開され正解一覧を見る

ことができる。「モザイク」と「モノクロ」，「エッジ」の

問題は全部で 5 問程度用意しており，右下にある動画の

ボタンを押すことで基本問題の「エフェクト集」と同様に

別ファイルが展開され，それを実行することでエフェク

トのかかった動画を見ることができる。図13はモザイク

に関する問題を表示させている時の画面を示したもので

ある。 

 

図 13 応用問題（モザイク） 

 

「色調補正」の問題は，流れる動画の場面についての問

題を3問程度用意した。「再生」ボタンを押すことで動画

が再生される。動画を止めたい場合は「停止」のボタンを

押すことで停止させることができる。もう一度始めから

再生したい時は「最初から」のボタンを押した後に「再生」

ボタンを押すことで再び最初から動画を見ることができ

る。問題に解答する際は，色相，彩度，明度のスライダー

を動かすと色を調整して指定することができる。その後

に動画上でクリックを押し続けている時のみ色相を変更

することができる。その状態の時に「答え」ボタンを押す

ことで正誤判定をすることができる。図14は本問題の一

例を，図15は実際に色調補正をした時の画面の変化を示

している。 

 

 
 図 14 問題の一例 
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図 15 色調補正をした時の画面の変化 

 

5. 評価実験とその結果 

評価方法としては，現段階において完成しているシス

テムの実演を行い，実演を見てもらった人たちにアンケ

ートを答えてもらった。アンケートの形式は，全 9 項目

の5段階評価（高5～低1）で行った。対象者は金沢工業

大学の学生 10 人である。質問項目を以下に示す。また，

アンケート結果を表1，図16で示す。 

 

Q1：答えを確認できる機能の有用性 

Q2：エフェクト集が初心者に対する有用性 

Q3：初心者学習のしやすさ 

Q4：問題の難易度 

Q5：動画に関する学習効果 

Q6：動画制作に対する意欲の向上 

Q7：基本問題の問題数 

Q8：本システムの需要 

Q9：本システムの継続学習の需要 

 

表1 評価実験の結果 

                     (人) 

図 16 評価実験の結果 

6. 考察 

評価実験の結果は，答えの確認機能やエフェクト集と

いった初心者学習に関する機能が高い評価を得た。本シ

ステムは初心者でも学習しやすいシステムを考慮して作

っているので高い評価を得たと予測できる。しかし，継続

学習の需要の評価は２と，低い結果となった。 

 

7. おわりに 

 動画制作の学習システムは，動画の制作過程や制作に

必要な知識を学習できるシステムである。本システムは

学習者が解答確認できる解答比較機能に加え，基本問題

と応用問題，初心者でも学習できるようにエフェクト集

を追加した。評価実験の結果から，本システムのエフェク

ト集が初心者に有用性があることが分かった。今後の課

題としては，本システムを継続利用してもらえるように

エフェクトの種類を増やし，システムの完成度を向上し

ていく必要がある。 
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問 項目＼評価点 平均点 5 4 3 2 1 

Q1 解答比較 4.2点 4 5 0 1 0 

Q2 エフェクト集 3.9点 3 4 2 1 0 

Q3 初心者学習 3.5点 1 5 2 2 0 

Q4 問題の難易度 3.5点 1 4 5 0 0 

Q5 学習効果 3.2点 0 4 4 2 0 

Q6 問題数 3.1点 0 4 2 4 0 

Q7 意欲向上 3.0点 1 2 4 3 0 

Q8 システム需要 2.8点 0 2 4 4 0 

Q9 継続学習 2.6点 0 0 6 4 0 
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